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".孟1毒蔓萱.董竃

(勤叢欝･4200円)

しらかわ･しゅんすけ　1983

年生まれ｡九大[馳駆社会文
イヒ蝉肘伸二と後き抑疎怨修了.

ナショナリズムの力

世界はグローバル化したという三方で百匹や盛主義｣といったリベラリズムの原則が〟遭宗野ルじ､他方でナショナリズムは､紛争や衆力の温床として塵されている｡題に'屡や欝の名の下に'個々人の多様性が押し瀞されて米たおぞましい歴史を憩起する時'ナショナリズムの克服という命題は規格力を持っている｡しかし'こうも堵見られる｡リベラリズムとナショナリズムは本当に相称れないのか'むしろ菌体の〟鵬〟葺が畠や望義の追求を可能とするのではないか'と｡
水啓が示唆しているの婆)うした苑怨の転換であ

る｡それは'｢幕的育休｣睦違化的菌体｣の1敦を新堀とし､ナショナルな孤帝を媒介として､自由と民主主教を追求するリベラル･ナショナリズムの憲である｡その実現に向けて本笹が提唱するのは'r雑居型ではなく｢棲み分け型の国家柵憩である｡
文化的に豊な政府の下で諸々の共同体豊漁するのではなく､サ花的共同体のそれぞれに自尊艶め相互に承警官ノことで〟他罪を尊挙るという構想である｡歪はこうした視角から､民主豊郷へ社会的迎神'移民､姦立､地域統A尋の輿体的邸例への処方塾を思している｡
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る｡だが､それだけで十分であ脅つか｡私たちは比校的均鍔な文化を保ち､共旭の常滑を持った薗体を概成しているが､文化や恐露の共有は炎固体の粗相を築き上げるさえで必ずしむ十分ではない遥元を見れば'
威準や｢餌軍がれき｣の問題が問翰撃方してい

る｡先鋭化された利鮮対立は'時として理性的な談論を阻笹する場合が拳雪共有化された文化の中でさえ､共同体としての｢蓋倣｣を簡むことは容易ではない｡しかし､こういう時代だからこそ､ナショナリズムに〟希芦を託したいという問解蔑誠は評価できる｡謀
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解義されるが､今計的激務に溢れ､時鑑に起った1冊であろう｡(<州大撒教授･政治学大館哲)


